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放課後子ども教室の概要と手引き
事業目的

すべての子どもを対象として、放課後や週末等に小学校の余裕教
室等を活用し、安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、
地域の方々の参画を得て、子どもたちに勉強やスポーツ・文化芸術
活動、地域住民との交流活動等の機会を提供することにより、子ど
もたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを
推進します。

放課後子ども教室

地域の実情に応じて、学び、交流、体験、遊びなどの様々な
取り組みをする。

活動内容

学 び 交 流 体 験 遊 び

予習や復習、 地域の大人や スポーツや文 昔の遊びや様
補習などの学 異年齢の子ど 化芸術活動な 々な遊び
習活動 もとの交流活 どの体験活動

動

学習アドバイザー 安全管理員

●子どもたちの学習をサポート ●子どもたちの安全管理を図る
する ＜人材＞
＜人材＞ ・子どもたちの健全育成に情

・教員を目指す大学生 熱もつ地域の方々など
・社会教育関係団体
・民間教育事業関係者
・地域住民など

実施場所

学校（余裕教室や図書館、体育館）、公民館など

学習アドバイザー対象 安全管理員対象

学習指導の手引き 交流や体験、遊びなどの安全管理
上の手引き

参考：文部科学省発行 放課後子ども教室事例集


